
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 川島
か わ し ま

 義徳
よ し の り

（株式会社 丸徳農産 代表取締役）  神奈川県三浦市 

 
三 浦 市 基 幹 産 業 の 復 活 ！ 

活動の経緯 
 

 神奈川県三浦市は、古くから大根やキャベツなどの農産物、マグロをはじめ
とした水産物を首都圏に出荷してきたが、近年は、マグロの水揚高が減少し
て、市の経済や雇用へ甚大な影響を及ぼし先も見通せなかった。このため、地
域資源であるマグロと農産物に新たな価値を見出すべく、地域の水産会社とタ
ッグを組み、マグロの加工残渣を肥料化する取組を始める。 

発酵した残渣を米ぬか等と配合しペレット化 

活動の概要 
 

水産会社から出るマグロの加工残渣を肥料化し、自社農場で使用して農産物
を生産。また、学生やシェフに加工現場や野菜の生産現場を解放し、地域全体
の資源循環への意識を醸成。 

活動の成果、主な実績等 
 
〇地元水産会社と連携し、マグロの加工残渣を活用した肥料を自社農産物に
使用。生産した農産物は、水産会社が経営する回転寿司店にて提供して資源
循環を行うとともに、新たな付加価値として消費者にアピール。 
〇県内小学生の社会見学やホテル等の料理人を招待して、鮪加工から肥料
化、生産現場までの体験会を実施。三崎マグロと三浦野菜をはじめとした農
水産物の大切さと美味しさを感じていただき、他地域との差別化を実現。 
〇平成30年度に後継者が就農してＥＣサイトを開設するとともに、コロナ禍
の中、リモートでの体験授業を実施。また、地元企業と連携してマグロ肥料
を使った栽培キットを開発し、広く三浦の食の魅力をPR。 

体験農業の一コマ 


